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特長 

 複雑なモデルの調査を通じ、多

様なデータ資産に対する理解

を促進 

 分散データ構造における設計

と統合タスクをモデル化およ

び自動化 

 コンプライアンス標準を分

析・適用し、品質とガバナンス

を改善 

 ビジネス・アナリスト、設計者、

開発者、DB 管理者間のコラボ

レーションを強化 

アプリケーションの設計、開発課題

にどう対処するか 

アプリケーション開発において、パ

フォーマンスの最適化やビジネス目

標との整合性、投資対効果を推進す

るには、まず効果的なデータ・モデ

リングと設計戦略が必要です。しか

し現在の複雑化した IT 環境で、次

から次に課題に直面している設計者

や開発担当者にとっては、「どの」

データが「どこ」にあるのか、その

データがビジネスにおいてどのよう

な意味を持つのかなど、すべての

データ一つ一つについて把握してい

くことは、とても大変な作業です。

また、たとえ説明資料があったとし

ても、書かれている内容が真実とは

限りません。 

合併や買収、政府規制、「グリーン化」

構想、そして普通のソフトウェアや

ハードウェアのアップグレードでさ

え、新しいプロジェクトは常に変化

する状況の中で進めなければなりま

せん。ビジネス上の指示が十分に伝

達されていなかったり、ビジネス部

門と IT 部門で用語の解釈が異なっ

ていたりすると、ほんの小さな変更

が予想外に大きな事態へと発展し、

コストの増加、データ品質の低下、

サービス・レベル・アグリーメント 
(SLA) が守れない、監査に通らない

といった問題が発生することもあり

ます。 

最優先すべきなのは、ビジネス目標

について組織内で理解を統一するこ

と、ビジネス要件に必要な技術ソ

リューションをすばやく見つけるこ

と、今ある資産をビジネスの意思決

定に活かすこと、そしてベストプラ

クティスを確立して信頼できる情報

を提供することです。開発プロジェ

クトでは基本的に開発者がデータ設

計を行いますが、開発者は必ずしも

データベースのパフォーマンス最適

化が分かるわけではなく、また組織

が持つデータ資産をきちんと把握し

ているとはかぎりません。データガ

バナンスの実践についても、学んだ

ことがないかもしれません (実際、

データガバナンス自体行われていな

い組織は珍しくありません) 。 



 

2 

このような状況で、試行錯誤を繰り

返すのではなく、最初からベストプ

ラクティスを活用するにはどうすれ

ばいいのでしょうか。全社的な標準

が定められていない状態で、どうす

ればデータ品質を管理できるので

しょう。いくつもの開発施策がある

中、ビジネス部門と IT 部門はどう

やって足並みをそろえればよいので

しょう。 

実績豊富なデータ・モデリング機能

で多種多様なデータ環境に対応 

コラボレーティブなデータ・モデリ

ングやデータ統合の設計を可能にし、

異種混在のデータ環境にいる設計

者・開発者・管理者が、容易にデー

タ資産を発見、モデル化、関連づけ、

標準化できるようにするツール－そ

れが IBM® InfoSphere™ Data 
Architect です。ベストプラクティス

に基づいて情報資産とその関係を把

握し、データベースやデータ統合を

設計することで、データ品質やデー

タガバナンスを改善し、さらにビジ

ネス部門と IT 部門との連携を高め

ます。 

InfoSphere Data Architect は、論理

/物理モデリングの機能を提供し、設

計業務を自動化します。たとえば、

既存データベースのリバース・エン

ジニアリングによるモデル作成、論

理モデルからの物理モデル作成、物

理モデルからの DDL(データ定義言

語) 作成、自社の設計標準の適用、そ

して変更による影響の視覚化などが

できるようになります。また、従来

のデータ・モデリング機能に独自の

マッピング機能を組み合わせて、

データ統合の設計を行うことも可能

です。 

チームのコラボレーションを高める

と同時に、全社的な整合性を確保す

るためのテクノロジーは、すでに存

在しているのです。オープンソース

の Eclipse® プラットフォームを

ベースに開発され、IBM Rational® 
Software Delivery Platform にも統

合されている InfoSphere Data 
Architect なら、プロセス、サービス、

アプリケーション、情報アーキテク

チャーを整理して、総合的なソ

リューション・アーキテクチャーを

構築できます。 

既存のデータソースを解明する 

InfoSphere Data Architect を使う

と、なぜ情報アーキテクチャーの構

築がスピードアップするのでしょう

か。機能とメリットをひとつずつ、

詳しく見てみましょう。 

発見： 開発作業がまったくのゼロか

ら行われることは珍しく、ほとんど

の場合は過去の資産やデータベース

を考慮する必要があります。関連資

料がそろっていなかったり、あった

としても、実際のデータベースとは

異なっていたりするかもしれません。

このようなとき InfoSphere Data 
Architect があれば、設計者は DDL 
や既存のデータベースからリバー

ス・エンジニアリングによって物理

データモデルを作成できます。 

ある情報を複数のアプリケーション

が使用し、構造も粒度もばらばらの

状態であちこちに保存しているケー

スはよく見られます。組織が持つ情

報とそれに関連するビジネス目標を

すべて把握するには、たとえデータ

ベースどうしが物理的に連携できて

いないとしても、それらがどのよう

な関係にあるのかを理解する必要が

あります。 

InfoSphere Data Architect に用意

されたユニークなマッピング・エ

ディターは、ふたつのデータモデル

の間にある関係を自動的に見つけ出

し、データ統合作業を支援します。

この「マッピング」を行うと、結合

列や変換関数など、モデルどうしの

依存関係がわかります。この情報を

元に、SELECT 文や INSERT 文な

ど、同期をとるのに必要なコードを

書くことができます。また、仮想統

合を実施するために IBM 
InfoSphere Federation Server のた

めのコードを生成することもできま

す。 

モデル： 情報統合、サービス指向

アーキテクチャー（SOA）、データ交

換など、さまざまな取り組みの中で

情報を理解するために、最近注目を

集めているのがデータモデルです。

InfoSphere Data Architect では、論

理モデル、物理モデル、ドメイン・

モデル、用語集モデルを構築できま

す。対応しているデータベースは、

IBM DB2®、IBM Informix® 
Dynamic Server、Oracle®、Sybase®、

Microsoft® SQL Server、MySQL®、

Teradata® です。また、CA® 
AllFusion ERwin、Sybase® 
PowerDesigner、IBM® Rational 
Rose®、IBM InfoSphere 
Information Server、IBM 
InfoSphere Foundation Tools など

の製品や、その他さまざまなメタ

データのソースやターゲットを対象

に、モデルをインポート/エクスポー

トできます。 

論理データモデルと物理データモデ

ルの両方が、インポート/エクスポー

トの対象となります。 
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InfoSphere Data Architect を IBM 
の業種別データモデルと組み合わせ

れば、IBM が長年にわたって蓄積し

てきた業界経験を利用して、スムー

ズに設計を進めることができます。

論理データモデルと物理データモデ

ルの要素は、Information 
Engineering (IE) 表記法によるダイ

アグラムで視覚化できます。また、

物理データモデルは統一モデリング

言語 (UML) での表記も可能です。

物理データモデルを新規に作成でき

るだけでなく、論理モデルから変換

して作成したり、リバース・エンジ

ニアリングで既存のデータベースか

ら作成したりすることもできます。

SOA で中核となる XML スキーマ

の生成も自動化できます。 

標準化： InfoSphere Data Architect 
には、データの品質と整合性を高め、

設計者が以下のような項目を分析し、

標準化を推進するのに便利な機能が

用意されています。 
• 命名－標準となる単語、頭字語、

命名規則を使ってデータ・オブ

ジェクトや属性を定義します 
• 意味－ビジネス用語集で、単語

とその意味（社内の共通理解と

なるもの）を関連づけます 
• 値－属性に適切な値や範囲を定

義します 
• 関係－ビジネス・オブジェクト

を理解するのに必要な、明示的

または暗黙的な関係を記録しま

す 
• プライバシー－データ・マスキ

ングのルールについて標準を定

め、属性や列と関連づけます 
• トレーサビリティー－定義した

標準をビジネス要件に関連付け

ます 

定義された標準は、さまざまなモデ

ルやデータベースと関連づけること

ができます。また、備え付けのコン

プライアンス・チェック機能で、モ

デルやデータベースが、命名、構文、

正規化、その他ベストプラクティス

など、企業の標準に適合しているか

どうかを確認できます。InfoSphere 
Data Architect のコンプライアン

ス・チェック機能は、モデルまたは

直接データベースに対して使用でき

ます。この機能は「問題となる」リ

ソースをピンポイントで特定し、問

題点を詳しく説明してくれるので、

モデルやデータベースの問題を簡単

に発見し、対処できるようになりま

す。 

同期：どのような環境であっても、

何か変更を行う際は、その影響を事

前に把握しておくべきでしょう。こ

のような場合に便利なのが、デー

タ・エレメント同士の依存関係を洗

いだしてくれる影響分析機能です。

高度な同期技術により、モデル同士、

モデルとデータベース、またはデー

タベース同士の比較が行えます。こ

のようなチェックをした上で、デー

タモデルやデータソースへの変更を

行います。この方法は、特に反復型

の開発手法に大きく役立ちます。 

チーム環境での変更管理の場合、

InfoSphere Data Architect を 
IBM® Rational® ClearCase® およ

び CVS (Concurrent Versions 
System) と統合すれば、バージョン

管理やブランチ管理、変更の同期を

シームレスに行うことができます。

同じユーザー・インターフェースか

らすべてのチーム機能が使えるため、

優れたユーザー体験が得られます。 

コラボレーション：InfoSphere Data 
Architect を使用すると、データモデ

ルの開発を行うチームメンバー間で

情報の共有やコラボレーションがし

やすくなります。データモデルの一

部あるいは全体についてのレポート

を生成し、コラボレーションやコン

プライアンスに役立てることができ

ます。レポートはカスタマイズする

こともできます。 

連携：InfoSphere Data Architect を 
IBM Optim Development Studio 
および IBM Optim Database 
Administrator と一緒にインストー

ルすると、設計者や開発担当者、DB
管理者は、設計から開発、導入まで

のプロセスをシームレスに行えるよ

うになります。あるいは Rational 
や InfoSphere、Optim 製品ととも

に使用することで、開発サイクルに

おけるビジネス部門と IT 部門の連

携が確保しやすくなります。

InfoSphere Data Architect には、下

記の製品との連携機能が用意されて

います。 
• IBM Rational RequisitePro® 

－モデル成果物からビジネス要

件へとさかのぼるトレーサビリ

ティーが得られます 
• IBM Telelogic System 

Architect® －エンタープライ

ズ・アーキテクチャーとデー

タ・アーキテクチャーを関連づ

けます 
• IBM Rational Software 

Architect® －アプリケーショ

ンと情報設計を同期します 
• IBM WebSphere® Business 

Modeler® －データモデルを 
XSD に変換します 
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• IBM InfoSphere Business 
Glossary －社内用語を共有し

ます 
• IBM Option™ Test Data 

Management および Optim 
Data Privacy Solution －テス

ト環境におけるデータ・プライ

バシーを全社で一貫して管理し

ます 

IBM Optim Integrated Data 
Management Solution について 

IBM Optim Integrated Data 
Management Solution は、情報ライ

フサイクルのあらゆる局面において、

エンタープライズ・アプリケーショ

ン・データの管理を統合的に行うた

めの実績豊富なソリューションです。

データ成果物 (モデル、ポリシー、メ

タデータなど) の共有を通じて、デー

タ管理とビジネス目標の連携を高め、

コラボレーションを推進します。 

Optim はさまざまな組織に採用さ

れており、パフォーマンスの改善、

データベース管理の効率化、アプリ

ケーション開発の迅速化、効果的な

ガバナンスの実現のため活用されて

います。さまざまなエンタープライ

ズ・アプリケーション、データベー

ス、プラットフォームで利用できる

機能を提供し、コスト削減・リスク

削減と業績向上を同時に実現します。 

追加情報 

InfoSphere Data Architect を含む、

IBM Optim Integrated Data 
Management Solution についての

詳細情報は下記のWebサイトでご覧

ください。 
http://www.ibm.com/software/jp/d
ata/optim/ 
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